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地域活性化を牽引する関西電力
インバウンド需要を追い風に上昇局面にある関西経済。

活性化の一端を担う関西電力営業本部の地域開発部門責任者に
企業誘致やまちづくり提案の現状と今後の展望を訊いた──

田井公浩 関西電力 営業本部副本部長（地域開発部門統括）

●
関
西
経
済
の
現
状

─
─
東
京
一
極
集
中
な
ど
に
よ
る
関
西
経

済
の
低
迷
が
長
く
続
い
た
が
、
よ
う
や
く

上
向
い
て
き
た
と
の
声
も
あ
る
。
現
状
を

ど
う
見
て
い
る
？

　

上
昇
局
面
に
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
要

因
の
第
１
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
景
気
。
年
間

３
０
０
０
万
人
の
訪
日
外
国
人
客
の
約
半

数
が
関
西
を
訪
問
。
実
際
に
街
な
か
を
見

て
も
外
国
の
人
が
多
い
し
、
地
価
の
動
き

も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
と
連
動
し
て
い
る
。

　

加
え
て
企
業
も
元
気
だ
。
も
と
も
と
関

西
は
、
大
阪
を
中
心
と
す
る
１
０
０
km
圏

内
に
ほ
ぼ
全
域
が
収
ま
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

都
市
圏
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
電
池

関
連
産
業
な
ど
の
成
長
産
業
が
集
積
、
域

内
総
生
産
は
世
界
17
位
の
オ
ラ
ン
ダ
に
匹

敵
す
る
規
模
を
誇
る
。
肌
感
覚
と
し
て
も
、

米
中
経
済
摩
擦
な
ど
の
懸
念
は
あ
る
が
、

企
業
の
投
資
意
欲
は
旺
盛
で
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後〝
塩
漬
け
〟に
な
っ
て
い
た
再
開
発
計

画
も
動
き
出
し
、
関
西
経
済
全
体
が
底
上

げ
し
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

─
─
電
力
需
要
は
地
域
経
済
の
指
標
と
も

言
わ
れ
る
が
？

　

従
来
は
そ
う
だ
っ
た
が
、
近
年
は
少
し

状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
。
脱
炭
素
化
へ
電

気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）の
普
及
な
ど
電
化
が
進

展
し
長
期
的
に
電
力
需
要
は
増
加
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
省

エ
ネ
が
進
み
、
需
要
は
震
災
前
と
比
べ
１

う
。
地
域
活
性
化
と
電
力
需
要
拡
大

を
め
ざ
し
、
地
元
自
治
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
用
地
紹
介
は
じ
め
誘
致
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

地
域
開
発
グ
ル
ー
プ
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ご
提
案
を
専
門
と

す
る
組
織
。
関
西
電
力
は
以
前
か
ら
地
域

熱
供
給（
冷
暖
房
）事
業
な
ど
を
通
じ
て
関

西
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
お
り
、
現

在
は
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
提
案
に
加

え
、
イ
ン
フ
ラ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

防
災
等
々
を
取
り
込
み
、
よ
り
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

─
─
活
動
の
経
緯
は
？

　

関
西
電
力
の
地
域
冷
暖
房
へ
の
取
り
組

み
は
、
営
業
本
部
の
前
身「
市
場
開
発
部
」

が
発
足
し
た
１
９
８
７
年
に
遡
る
。
電
力

負
荷
平
準
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
の

観
点
か
ら
提
案
活
動
を
行
う
地
域
冷
暖
房

関
連
チ
ー
ム
を
設
置
。
91
年
に
は
大
阪
本

庄
東
地
域
と
中
之
島
６
丁
目
地
域
で
、
初

の
電
気
に
よ
る
地
域
冷
暖
房
を
実
現
し
た
。

　

一
方
、
企
業
誘
致
活
動
を
始
め
た
の

は
、
電
力
小
売
部
分
自
由
化
が
ス
タ
ー
ト

し
た
約
20
年
前
。
当
時
は
東
京
一
極
集
中

や
製
造
業
の
海
外
移
転
も
進
ん
で
い
た
か

ら
、
放
っ
て
お
く
と
電
力
需
要
は
減
る
一

割
程
度
減
少
。
単
純
に
電
力
需
要
が
景
気

指
標
と
は
言
い
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

─
─
電
力
自
由
化
も
進
み
、
地
域
と
電
力

会
社
の
関
係
も
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
？

　

そ
れ
で
も
我
々
が
地
域
に
根
ざ
し
た
イ

ン
フ
ラ
提
供
企
業
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
し
、「
関
西
電
力
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
関
西
も
元
気
に
な
ら
な
い
よ
」と

い
う
ご
声
援
も
数
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
ご
期
待
に
応
え
る
た
め
、
安

定
・
低
廉
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
だ
け
で
な

く
、
多
様
化
す
る
お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
へ
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ラ
ス
α
の
付
加
価

値
サ
ー
ビ
ス
を
同
時
に
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
、
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て

い
る
。

●
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
、
概
要
と

経
緯

─
─
関
西
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
ど
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
？

　

地
域
開
発
部
門
に
は「
企
業
立
地
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」と「
地
域
開
発
」、
２
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
総
勢
約
30
人
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

企
業
立
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ

は
、
関
西
地
域
へ
の
企
業
誘
致
活
動
を
行

　

メ
ン
バ
ー
は
自
治
体
や
企
業
に
日
々
足

を
運
ん
で
い
る
。
新
た
な
立
地
拠
点
を
探

し
て
い
る
全
国
の
企
業
に
対
し
、
ま
ず
は

関
西
の
魅
力
を
発
信
す
る
。
地
域
情
報
誌

『Com
m

unity Inform
ation

』で
は
、
関

西
の
自
治
体
と
連
携
し
、
各
地
の
産
業
用

地
や
優
遇
制
度
な
ど
を
エ
リ
ア
ご
と
に
紹

介
。
企
業
か
ら
は「
特
定
府
県
に
偏
ら
ず

関
西
全
域
の
広
域
的
な
情
報
が
一
覧
で
き

る
し
、
面
談
時
に
は
中
立
的
な
助
言
を
得

ら
れ
る
」と
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

関西の面積・人口・域内総生産

出典： 国土地理院「全国都道府県市町村別面積調」、総務省「住民基本台帳に基づく人口及び世
帯数」、内閣府「県民経済計算」（名目）

関西の規模

関西と各国のGDP比較

内閣府「国民経済計算年報」「県民経済計算年報」（2013年）
（注） 関西のGRP=2013年度域内総生産（名目）より算出、レートは1ドル
=100.23円で換算
出典：近畿経済産業局「Welcome to 関西!」（2017年度版）

方
、「
自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
需

要
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
！
」と
い
う
問
題

意
識
か
ら
始
め
た
。
す
ぐ
に
結
果
の
出
る

仕
事
で
は
な
い
が
、
自
治
体
の
方
々
の
ご

協
力
も
得
て
地
道
に
活
動
を
継
続
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
電
力
会
社
と
し
て
も
珍
し
い
。
営
業
部

門
が
実
動
部
隊
を
持
ち
、
能
動
的
に
企
業

誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
は
関
西
電
力

だ
け
だ
。

●
企
業
誘
致
の
具
体
的
活
動

─
─
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に
動
い
て

い
る
？

かんでんFOCUS

地域情報

関西電力
No.261

2018年度

関西の多 彩な
魅 力と産 業 用

地
関西立地特集号

関西 日本 関西のシェア
総面積（㎢）

（2016.10.1現在） 31,542 377,972 8.3%

総人口（千人）
（2017.1.1現在） 21,617 127,907 16.9%

域内総生産（10億円）
（2014年度） 83,872 514,296 16.3%

─
─
立
地
し
た
い
と
い
う
企
業
に
対
し
て

は
？

　

よ
り
詳
細
な
用
地
の
紹
介
に
始
ま
り
、

計
画
が
具
体
化
し
た
段
階
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ル
ー
プ
会
社

が
提
供
す
る
通
信
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
新
規
拠
点
に
不
可
欠
な
サ
ー

ビ
ス
も
併
せ
て
ご
提
案
。
多
様
な
お
客
さ

ま
ニ
ー
ズ
に
確
実
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、

関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
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自
治
体
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
通
信
、
不
動
産
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
関
西
電
力
グ
ル

ー
プ
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
導
入
や
地
球
温
暖
化
対

策
、
防
災
な
ど
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
・

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
提
案
を
行
っ

て
い
る
。

　

例
え
ば
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
で
は
Ｖ

２
Ｘ（V

ehicle to X

）、
Ｅ
Ｖ
の
バ
ッ
テ

リ
ー
を
活
用
し
た
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の

技
術
実
証
を
実
施
。
ク
ル
マ
と
ま
ち
を
つ

な
ぎ
、
地
域
単
位
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
可
能
性
を
拓
い
た
。
Ｅ
Ｖ
自

かんでんFOCUS

ー
ビ
ス
の
窓
口
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。

　

近
年
は
特
に
大
型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

立
地
が
活
発
で
、
大
規
模
か
つ
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
電
力
供
給
の
開
始
が
望
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
検
討
の
初
期
段
階
か
ら
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

─
─
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
？

　

近
年
は
年
間
約
20
件
、
７
～
８
万
kW
の

立
地
が
決
定
し
て
い
る
状
況
だ
。
た
だ
、

自
治
体
開
発
の
産
業
用
地
は
比
較
的
安
い

の
で
売
れ
行
き
が
早
く
、
用
地
が
減
少
傾

向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社

の
関
電
不
動
産
開
発
と
連
携
し
、
民
間
企

業
の
遊
休
地
紹
介
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。

OBPのV2X  技術実証システム概念図

中之島2・3丁目地域  熱供給エリア

Ｖ
Ｐ
Ｐ（
仮
想
発
電
所
）や
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｃ（
環
境
価

値
取
引
）の
実
証
も
進
ん
で
い
る
。

─
─
地
域
冷
暖
房
事
業
は
？

　

現
在
、
グ
ル
ー
プ
会
社
、
出
資
会
社
を

通
じ
て
13
地
域
の
熱
供
給
事
業
に
参
画
し

て
い
る
。
う
ち
中
之
島
２
・
３
丁
目
地
域

で
は
、
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
や
ダ
イ
ビ

ル
本
館
な
ど
へ
熱
供
給
を
実
施
。
こ
れ
は

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
河
川
水
と
高

効
率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
シ

ス
テ
ム
で
、
一
般
的
な
熱
供
給
と
比
べ
30

％
以
上
の
省
エ
ネ
効
果
が
あ
る
。

　

河
川
水
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
は
、

ま
さ
に「
水
都
大
阪
」に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス

テ
ム
。
こ
う
し
た
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

着
目
し
た
環
境
に
優
し
い
先
進
的
な
シ
ス

テ
ム
を
、
大
阪
・
関
西
万
博
を
控
え
る
夢

洲
を
は
じ
め
、
他
地
域
に
も
積
極
的
に
提

案
し
て
い
き
た
い
。

●
関
西
地
域
の
将
来
像

─
─
大
阪
・
関
西
万
博
ま
で
６
年
を
切
っ

た
。
関
西
の
今
後
を
ど
う
予
想
す
る
？

　

23
年
の
新
名
神
高
速
道
路
の
全
面
開
通

を
皮
切
り
に
、
大
阪
を
南
北
に
結
ぶ
な
に

　

活
動
当
初
は
関
西
へ
の
企
業
誘
致
を
行

っ
て
い
た
が
、
電
力
小
売
が
全
面
自
由
化

さ
れ
た
な
か
で
は
、
関
西
以
外
の
地
域
に

拠
点
を
設
け
た
い
と
い
う
関
西
企
業
の
ニ

ー
ズ
に
も
お
応
え
し
て
い
く
。
培
っ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
関
東
圏
な
ど
で
も
適

地
を
探
し
て
ご
提
案
し
て
い
き
た
い
。

●
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
活
動

─
─
一
方
の
地
域
開
発
グ
ル
ー
プ
の
取
り

組
み
は
？

体
の
電
力
需
要
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、

電
化
の
流
れ
の
一
環
で
あ
り
、
環
境
面
か

ら
Ｅ
Ｖ
化
が
世
界
的
潮
流
に
も
な
っ
て
い

る
の
で
、
我
々
も
こ
の
流
れ
に
遅
れ
る
こ

と
な
く
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
提
案
の

実
施
は
も
ち
ろ
ん
、
自
ら
事
業
と
し
て
行

う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
堺
市
鉄
砲
町
で
は
、
下
水
再
生
水

を
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
熱
源

や
地
域
の
せ
せ
ら
ぎ
の
水
源
と
し
て
複
合

利
用
。
先
進
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

今
年
７
月
か
ら
は
同
じ
堺
市
鉄
砲
町
で
、ヒートポンプ機械室 河川水取水管

滋賀竜王工業団地

神戸テクノ・ロジスティックパーク 高砂発電所跡地

データセンター　情報通信設備

関西の産業用地

企業立地・事業展開支援

取水口 

放水口

取水口 

フェスティバル
タワー

フェスティバル
タワー・
ウエスト

渡辺橋駅

堂島川

土佐堀川

中之島
ダイビル

ダイビル
本館

関電ビル

ホテル

放水口 

■ 供給中の施設
■ 熱供給プラント
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わ
筋
線
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
、
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
な
ど
の
計
画
が
動
い
て
お
り
、

関
西
圏
内
外
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る

観
光
客
誘
致
、
企
業
誘
致
が
期
待
で
き
る
。

万
博
や
Ｉ
Ｒ（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）に
よ
る

関
西
の
知
名
度
向
上
、
投
資
拡
大
に
も
期

待
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
リ
ニ
ア
開
通
で
東
京
─大
阪

間
が
67
分
に
短
縮
さ
れ
た
と
き
、
下
手
を

す
る
と
ス
ト
ロ
ー
現
象
で
ヒ
ト
や
カ
ネ

を
東
京
に
吸
い
取
ら
れ
、
経
済
衰
退
を
招

き
か
ね
な
い
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

今
の
う
ち
か
ら
関
西
独
自
の
魅
力
を
具
現

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

─
─
関
西
独
自
の
魅
力
と
は
？

い
仕
事
。
継
続
的
に
成
果
を
出
し
て
い
く

た
め
に
は
仕
込
み
が
大
事
だ
。
企
業
や
自

治
体
と
良
好
な
関
係
を
築
き
、
早
い
段
階

か
ら
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
で
き
れ
ば

我
々
が
ハ
ブ
と
な
っ
て
情
報
共
有
を
進
め
、

地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。
そ
う

し
た
取
り
組
み
を
地
道
に
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
今
年
も
、
来
年
も
と
着
実
に
成
果

を
上
げ
て
い
き
た
い
。

─
─
地
域
に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
の
抱
負
を
。

　

地
域
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と
し

て
、
環
境
性
が
高
く
低
廉
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
安
定
し
て
提
供
す
る
と
い
う
従
来
か
ら

の
役
割
に
加
え
、国
連
が
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
、
国
家
戦
略
で
あ
るSociety5.0

の
超

ス
マ
ー
ト
社
会（
サ
イ
バ
ー
空
間
と
現
実

空
間
が
高
度
に
融
合
す
る
社
会
）も
視
野

に
入
れ
、
ト
ー
タ
ル
な
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ

ス
で
地
域
の
発
展
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
お
客

さ
ま
の
ご
期
待
と
信
頼
に
的
確
に
お
応
え

す
る
こ
と
で
、
関
西
電
力
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
お
け
る
日
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
と
な
る
べ
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
た
い
。

　

関
西
に
は
、
大

阪
、
京
都
、
神
戸
、

奈
良
と
い
っ
た
歴

史
的
に
も
独
自
色

を
有
す
る
都
市
が

共
存
し
て
い
る
。

こ
れ
は
大
き
な
強

み
。
例
え
ば
京
都

で
は
近
年
、
既
存

の
ビ
ル
や
空
き
家

を
活
用
し
て
大
手

メ
ー
カ
ー
が
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
を
設
け
た
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
動
き
が
盛
ん

だ
。
京
都
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
て
世

界
中
か
ら
人
を
集
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な

げ
る
と
い
う「
ソ
フ
ト
的
な
立
地
」が
既
に

実
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
が
さ
ら

に
加
速
・
波
及
し
、
独
自
の
経
済
圏
・
文
化

圏
が
相
互
に
刺
激
し
合
う
こ
と
で
関
西
の

多
様
性
が
一
段
と
高
ま
れ
ば
、
観
光
価
値

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
点
で
も
新
た
な
地
域
発
展
の
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
課
題
と
抱
負

─
─
今
後
の
課
題
は
？

　

企
業
誘
致
も
ま
ち
づ
く
り
も
息
の
長

リニア中央新幹線大阪開業前倒しのイメージ

（資料）国土交通省資料より作成
出典：公益財団法人 関西経済連合会「経済人」（2017年3月号）
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東海道新幹線 
阪急京都線 

阪急宝塚線 
阪急神戸線

山陽新幹線 

至神戸

阪神本線 

至神戸

至臨海部 

阪神なんば線

近鉄奈良線・大阪線

線
本
西
関
Ｒ
Ｊ

 

線
本
海
南

至関空 

地下鉄中央線 

淀川

JR環状線

JR東西線

至 奈良 

至京都
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間
区
業
営
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共
海
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Ｊ

間
区
業
営
海
南間

区
業
営
Ｒ
Ｊ

JR
難波

南海
新難波

十三

なにわ筋連絡線の
検討調査

京阪中之島線

かんでんFOCUS

なにわ筋線の整備計画

出典：JR西日本ホームページ

2027

東名間の工事

東名間の工事 名阪間の工事

名阪間の工事

財政投融資
3兆円貸付

2035 2037 2045（年）
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